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◆◆ ８／２８（月） 始業式 第2学期が始まりました ◆◆
夏休みが終了し、2学期を迎えました。始業式には子供たちは全員元気に登校し

てきました。子供たちの元気な声が学校に戻ってきました。日焼けし、ちょっと

大人っぽく感じられた表情からは、「2学期も更に頑張ろう」という意欲が伝わっ

てきました。校長挨拶では「今学期は一人一人が何かにチャレンジ・挑戦する学

期に」と話し、主体的に行動することを勧めました。自分で考えたことをみんな

に伝えるとともに、自分と違う考え方を理解しお互い協力して進んでいこう、と

伝えました。

◆◆ ９／９(土) PTA奉仕活動 ◆◆
第2回PTA奉仕活動が朝６時30分より行われました。 例年よりも雑草が多く、除草や刈り込み作

業がたいへんだったと思います。 ２時間にも及ぶ取組のおかげで、勢いよく伸びた雑草が一掃されま

した。また、校庭に向かって伸びすぎた芝生を保護者が重機をもってきてくださり、掘り起こしてく

ださいました。残暑厳しい中、長時間に渡り熱心に作業をしてくださいましてありがとうございまし

た。おかげで環境の整った校庭で充実した2学期が送れます。参加してくださった保護者の皆様、学

童支援員の皆様、地域の皆様、本当にありがとうございました。

◆◆ ９／９(土) 第2回資源物回収 ◆◆
多くの資源物を回収することができました。

第2回 資源物回収収益金 ５，８６９円

今後のPTA活動に役立てて参ります。

御協力いただきありがとうございました。 Thanks



◆◆ 充実した読書活動へ向けて ◆◆
１学期に実施した「学校生活アンケート（児童用）」、そして「教職員アンケート」におきまして、「読書活動」

に関して課題が挙がりました。児童アンケートでは「あなたは、進んで本を読んだり。本を使って分からない

ことを調べたりします。」の項目で、児童の肯定的な回答がやや低い数値でした。教職員アンケートにおいても、

「意欲的に読書に取り組みたいと思っている児童が多いが、図書の貸し出し業務に限界があるため課題である」

との回答が見られました。この結果を踏まえ、職員で児童の読書活動と図書館利用について検討し改善策を話

し合いました。児童が意欲的に読書に親しみ、発達段階に応じたくさんの良書に触れさせたいという願いのも

と、次のように改善策をまとめました。

①図書の貸し出しと返本業務の見直し

・月・水・金曜日の業間を利用日とする。（水曜日は図書支援員・月木曜日は５，６年生）

②1回に貸し出す冊数を１冊とし、こまめに図書室へ来室をする。

③読書通帳への記録を行い、各自の読書の冊数等を把握させていく。

④図書室内の環境整備を行い、自由に和やかに読書ができる雰囲気にし読書意欲を高めていく。

⑤借りた本を毎日家庭に持ち帰り、帰宅後、家で読書することを習慣づけていく。

⑥家庭での家読（うちどく）・親子読書を勧めていく。

２学期始まって早々の改善でしたが、図書室の週３回の開館日には、子供たちの本を探したり読書をしたり

する姿が見られ賑やかになりました。さらに、図書支援員さんが計画してくださり池小読書週間が始まってい

ます。各学年の必読書や自分の好む本以外にいろいろなジャンルの本にも触れてもらうよう「読書ビンゴ」や

給食の食材とコラボした「おはなし給食」を行っています。おはなし給食は本校の子供たちが読み聞かせをし

ました。読書週間終了後は、図書支援員さんによる「学級ごとの読み聞かせ」を来校日ごとに１学級ずつ行っ

ていただく予定です。年度初めに募集した「ボランティア様による朝の読み聞かせ

（全校生）」は月１回、実施していただいています。

読書は、知識や語彙力の増加や新しい情報を得る一つの方法でもあります。そし

て脳が活性化やリラックス効果もあります。始業式には「読書をたくさんしていき

ましょう。新しい世界が広がっていきます。」と話しました。いろいろな効果や取

組みを述べさせていただきましたが、大切なことは「本好きな池小っ子」を増やす

こと、読書をとおして広い視野から見方考え方のできる「ひと」の育成を目指せれ

ばと思います。保護者の皆様には、御家庭での取組みをお願いすることになります

が、どうぞ趣旨を御理解いただき御協力をよろしくお願いいたします。

◆◆９／１２（火） 稲刈り・家庭教育学級◆◆
子供たちが田植えをしたところを子供たち自身が手刈りで収穫しま

した。今年も講師様より、鎌の使い方や手刈りの手順などをご指導い

ただきました。また、刈り取った後、機械で刈る様子を見せていただ

きました。２年ぶりの稲刈りでしたが、上級生はこれまでの経験を思

い出し、刈り進めることができました。下の学年も頑張りました。子

供たちにとって貴重な体験ができました。お世話をしてくださったボ

ランティア様、家庭教育学級生の皆様大変お世話になりました。




